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は、マウスの ES 細胞から 3 次元網膜組織を形成














































　（独）理化学研究所をはじめとする研究グループは、マウスの ES 細胞から 3 次元網膜組織を形成する
ことに世界で初めて成功し、2011 年 4 月 7 日の Nature に発表した。哺乳類の網膜は、障害を受けると
自然には再生しないことから、幹細胞を利用した再生医療の研究が期待されている。網膜は神経網膜と
それを支持する色素上皮から成る多層構造であり、これまで人工的に作り出すことは不可能であったが、




1）　Eiraku M et al. Nature, vol. 472, 51-55, 2011.
2）　Eiraku M et al. Cell Stem Cell, vol. 3, 472-474, 2008.
TOPICS
5Science & Technology Trends  May  2011

























































2）　IPCC 第 4 次評価報告書：http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th/syr_spm.pdf
3）　C. Parnesan et al., “A globally coherent fingerprint of climate change impacts across natural system”, Nature 421, 














1）　P. Kazlas et al., “Quantum Dot Light Emitting Diodes for Full-color Active-matrix Displays”, IDW’ 10, p.1623（2010）.















ていたが1）、光の 3 原色である RGB の塗り分け技
術が確立されていなかったため、フルカラー表示
が実現していなかった。



































































　図表に、今回発表された、2001 年 9 月から 2010
年 10 月までの、30 億塩基対のヒトゲノムと 100 万
塩基対DNAのシーケンス費用の推移を示す。10
年間に、ヒトゲノムシーケンス費用は 1/3300 に、
100 万塩基対DNAシーケンス費用は 1/16500 に低
減した。後者はデータサイズが比較的小さく設備
費用の割合が大きい。
　図表によれば、2007 年 10 月までの第 1世代で
は、トランジスタ開発のムーアの法則とほぼ同程
度、すなわち 18 ヶ月間でシーケンス費用が 1/2 に
低減していた。ムーアの法則とは、集積回路に搭
載されるトランジスタ数が 18 ヶ月で 2倍に増え、
コストも低減するというトレンドのことを言う。
第 1世代では、主に Sanger 法に基づくシーケンス
手法の改良によって費用が低減した。


















る 10 年間の DNA シーケンス費用の推移を示した。2001〜2010 年の間で、30 億塩基対のヒトゲノ
ムシーケンス費用は 1/3300 に、100 万塩基対 DNA シーケンス費用は 1/16500 に低減した。特に




1）　K. Wetterstrand, DNA Sequencing Costs：Data from the NHGRI Large-Scale Genome Sequencing Program, 
http://www.genome.gov/sequencingcosts, March 31, 2011
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トピックス5 数学によるイノベ シーョン創出に向けた日本の体制構築
　日本の行政組織としては初めて「数学・数理科学」担当を明示する部署が、2011 年 1 月に文部科














　2011 年 1 月に文部科学省研究振興局に「数学






学」（2011 年 2 月）および「CG による可視化と数


































が 2011 年 4 月から新たに発足した。なお、九州大
学では数学基礎力調査実施委員会も設けられ、新
入生を対象とした数学基礎学力調査も実施されて、
2011 年 3 月にはその報告書が出されている5）。
参　考
1）　「忘れられた科学―数学」,  科学技術政策研究所 Policy Study No.12, 2006 年 5 月
2）　「米国の数学振興政策の考え方と数学研究拠点の状況」,  科学技術政策研究所 調査資料 No.131, 2006 年 10 月
3）　「イノベーションの創出のための数学研究の振興に関する調査」2009 年 3 月
4）　「数学・数理科学と他分野の連携・協力の推進に関する調査・検討〜第 4 期科学技術基本計画の検討に向けて〜」　
2010 年 3 月
5）　九州大学、「学力低下に対応するための新入生数学基礎学力調査」2011 年 3 月
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代 別 に み る と 20 代 の 68% か ら 
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いる。愛知県内 5 自治体在住の 
65 歳以上で要介護認定を受けて








































































進められており、2011 年 6 月に
最初の収穫が予定されている。年
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超高齢社会における環境制御型農業の可能性
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従業員数は、5 施設が 3 人未満、
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1）　「持続可能な長寿社会に資する学術コミュニティの構築」、日本学術会議　持続可能な長寿社会に資する学術コミュニ
ティの構築委員会、平成 23 年 4 月 20 日
2）　「国土の長期展望」中間とりまとめ、国土交通省国土計画局　平成 23 年 2 月 21 日
3）　「平成 22 年版高齢社会白書」、内閣府
4）　「日本の都道府県別将来推計人口（平成 19 年 5 月推計）について」、国立社会保障・人口問題研究所
5）　「平成 19 年　高齢者の健康に関する意識調査」、内閣府
6）　統計からみた我が国の高齢者―「敬老の日」にちなんで―（推計人口、労働力調査、家計調査、平成 18 年社会生活基
本調査の結果から）、総務省、平成 19 年 9 月 16 日：
http://www.stat.go.jp/data/topics/topi244.htm







と環境分科会、平成 19 年 9 月 20 日
12）　「新たな屋上・壁面緑化空間が創出されています」、国土交通省、平成 22 年 8 月 31 日
13）　「ヒートアイランド現象による環境影響等に関する調査業務」、環境省、平成 22 年 3 月





19）　「植物工場ワーキンググループ報告書」、農商工連携研究会、平成 21 年 4 月
20）　「進化する施設栽培　大規模施設から植物工場まで」、農林水産省農林水産技術会議、農林水産研究開発レポート 
No.14、2005 年
21）　「植物工場大全」日経 BP 社、2010 年
22）　秋田宏行、谷口裕史、植物工場にも適用可能な野菜栽培システムの実用化、ハザマ研究年報、2010 年 12 月
23）　企業プレスリリース：http://www.kajima.co.jp/news/press/201010/28e1-j.htm、2010 年 10 月 28 日
24）　藤原澄久、人工土壌「ヴェルデナイト」で新ビジネスモデルを創出へ、植物工場大全、日経 BP 社、2010 年




27）　前田展弘、超高齢社会の新たなセカンドライフの提案、ニッセイ基礎研究所 REPORT、2011 年 2 月号
28）　「プラチナ社会の概要」、企業ニュースリリース：
http://www.mri.co.jp/NEWS/press/2010/2015660_1395.html、2010 年 2 月 3 日
29）　「太陽光型植物工場」、古在豊樹、オーム社、2009
30）　「植物工場の事例集」、農林水産省、経済産業省、平成 21 年 11 月
31）　「工場跡地等利活用事例集」、経済産業省、平成 22 年 3 月
32）　World Population Prospects : The 2008 Revision Population Database、国連
参考文献
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図表 2　読み上げソフトに対応していなかった PDF 文書の事例2）
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JIS X 8341-3㸝2004∟㸞 ᝷ᏽࡌࡾฺ⏕⩽࡞࡛ࡖ࡙ࠉㄖࡲࡡ㞬ࡊ࠷࡛⩻࠻ࡼࡿࡾゕⴝ㸝ᅖ᭯ྞペ࡝࡜㸞ࡢࠉኣ⏕ࡊ࡝࠷ࡆ࡛࠿᭻ࡱࡊ࠷ࠊ౐⏕ࡌࡾ࡛ࡀ࡞ࡢࠉ᭩ิ࡞エ㍍ࡈࡿࡾ࡛ࡀ࡞ㄖࡲࢅ᪺♟ࡊ࡝ࡄࡿࡣ࡝ࡼ࡝࠷ࠊ 
WCAG2.0㸝࿰ズ㸞 ᩝ⬞࡞࠽࠷࡙ࠉⓆ㡚࠿ฦ࠾ࡼ࡝࠷࡛༟ㄊࡡណ࿝࠿୘᪺▉࡞࡝ࡾሔྙࠉࡐࡡ༟ㄊࡡ≁ᏽࡡⓆ㡚㸝ㄖࡲ௫ྞ㸞ࢅ♟ࡌ࣒࢜ࢼࢫ࣑࠿ฺ⏕ྊ⬗࡚࡝ࡄࡿࡣ࡝ࡼ࡝࠷ࠊ 図表 4　国際標準 WCAG2.0 に対して日本から提案した技術的条件の例














2004 年版 JIS の制定




















イン（Web Content Accessibility 
Guidelines：WCAG）1.0 を 1999
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ウェブアクセシビリティの標準化と普及への課題
　2010 年版の JIS X8341-3 には三
つの大きな特徴がある。これらの








































































　WCAG2.0 の 審 議 は 難 航 し た
が、2008 年になって決着し、国
際 標 準 と し て 正 式 に 発 表 さ れ
た7）。
3-3
JIS X 8341-3 の改正作業
　我 が 国 に は、JIS 規 格 を 五 年
ご と 見 直 す と い う ル ー ル が あ




　改 正 の 基 本 方 針 は、 第 一 に








を反映したのち、2008 年に ISO 
9241-20 “Ergonomics of human-
system interaction―Part 20 :
Accessibility guidelines for informa-
tion/communication technology 
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༇ฦ 㡧┘ᩐ 㐡ᠺᇱ‵ࡡౚ ➴⣥ Aࠉ➴⣥ AAཧࡢ➴⣥



































成 基 準 を 満 た し て い る か ど う
かが明確に判断できなければ、












こ れ に 対 し て、2010 年 版 で は












た。2010 年版では、等級 AA の































JIS X 8341-3 を基に作成





















































　先に説明した改正版の JIS X 
8341-1 や、その元となった ISO 
9241-20 でも、技術非依存が意識
され、WCAG2.0 と 2010 年版 JIS 
X 8341-3 でも同様の考え方が採
り入れられた。



































である Flash や PDF といった多
様な技術も、同じ達成基準でカ
バーできるようになった。
図表 6　公表された 2010 年版 JIS X 8341-3 関連文書の一覧
情報通信アクセス協議会ウェブアクセシビリティ基盤委員会による
5 普及のための技術文書の提供























作業が、2010 年 9 月にスタート
した。これは、2010 年 8 月に改
正版 JIS X8341-3 が制定されたの
を受けたものである。地方公共団
体の意見も反映されるように作業
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ウェブアクセシビリティの標準化と普及への課題







































































































する。1 年に 1 回以上を目安に、
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用引りよルデモ度熟成ィテリビシセクア
表績成るす価評をかたし熟成度程のどが応対ィテリビシセクア TI の織組　8 表図














































































































































1）　次の URL で 2011 年 3 月 23 日に取得したイメージである。http://www.tobu.co.jp/
2）　次のサイトに日々のデータが掲載されている。文部科学省、「都道府県別環境放射能水準調査結果」：
http://www.mext.go.jp/a_menu/saigaijohou/syousai/1303723.htm
3）　首相官邸サイトより、2011 年 4 月 19 日に取得したイメージである。
http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg4717.html
4）　JIS X 8341-3 は、日本工業標準調査会のサイト（http://www.jisc.go.jp/）で閲覧できるほか、日本規格協会から購入で
きる。
5）　WAI のサイトは次のとおりである。http://www.w3.org/WAI/
6）　JIS X 8341-1 は、日本工業標準調査会のサイト（http://www.jisc.go.jp/）で閲覧できるほか、日本規格協会から購入で
きる。
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